
　重点目標一覧表 担当部局名

【令和8年度重点目標】

各部局の
自己評価 ◎

①住宅及び事業所の防火・防災対策の推進 ① 住宅及び事業所の防火・防災対策の推進 ①

（1）高齢者を中心とした住宅防火対策 （1）高齢者を中心とした住宅防火対策

（2）防火講習、各種訓練の指導 （2）防火講習、各種訓練の指導

（3）事業所への立入検査の実施 （3）事業所への立入検査の実施

（4）広報誌等の活用による周知 （4）広報誌等の活用による周知

②屋外焼却に対する火災予防の推進 ② 屋外焼却に対する火災予防の推進 ②

（1）屋外焼却実施前の指導 （1）屋外焼却実施前の指導

（2）屋外焼却実施中の直接指導 （2）屋外焼却実施中の直接指導

③ ③ 受講者数：2,963人【達成度　134.7％】 ③ ③

（普通・上級救命講習及び救命入門コース） （普通・上級救命講習及び救命入門コース）

（割合：79.8％）

各部局の
自己評価 ○

① 耐震性防火水槽の設置（矢沢、下郷、辰ノ口、入軽井沢） ① ① ①

② 消火栓新設（上田、常磐城、傍陽） ② ② ②

③ 消火栓修繕15基 ③ ③ ③

各部局の
自己評価 ○

① ①

 (1)庁舎改修：2/24 完成

    非常用電源：R8.5月完成予定

 (2) 3/27 完成【達成度：100.0％】

 

② 消防車両等資機材整備 ②

 (1) 令和7年12月10日納車完了

③ 広域連携訓練等の実施 ③

 (1) 5回【達成度 100.0％】

 (2)23回【達成度 115.0％】

 (3)78回【達成度 130.0％】

 (4) 8回【達成度 133.3％】

※緊急公共工事1基、消火栓修繕3基(交
通事故等による破損)を優先的に実施す
るため計画を変更した。

常備消防力の充実・強化及び広域連携訓練の実施

 (2) 関係機関との合同訓練

 (3) その他の広域内訓練

 (4) 救急救命士合同訓練

【達成度　100.0％】

 (1)高規格救急自動車（南部署）

 (1) 広域大規模訓練

 (3)
  ・日勤救急隊を試行的に配備
    (主に転院搬送対応)
    (出動件数250件、全転院搬送の
　　 15％)
　・菅平高原クリニックに救急隊1隊
　　を常駐し対応（8/1~8/24）
　 （出動件数:43件、現場到着時
　　 間：試行前33.4分⇒17.2分）

 (1)上田東北消防署庁舎改修及び非常用電源設備の整備

 (2)高機能消防指令装置の更新整備

１

２

重 点 目 標

市民への防火対策の推進及び応急手当の普及推進

消防水利の充実・強化と適正な維持管理

具体的な重点取組項目（箇条書き）

屋外焼却実施者への指導

達成状況・達成度

①

 (1)   584件【達成度：166.9％】

 (2)   164回【達成度：136.7％】

 (3) 1,432件【達成度：159.1％】

 (4)    12回【達成度：100.0％】

３

具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度

重 点 目 標

期限・数値目標等

２

具体的な重点取組項目（箇条書き）

消防水利の充実・強化と適正な維持管理重 点 目 標

耐震性防火水槽の設置（千曲町、中野、表木、築地原） 3月

消火栓新設（傍陽） 3月

消火栓修繕（15基）※上田市上水道分 3月

 (3)救急需要増加への対応

消防部

期限・数値目標等

１

市民への防火対策の推進及び応急手当の普及推進

具体的な重点取組項目（箇条書き）

 (1) 防火指導等【目標：400件】

 (2) 防火講習会【目標：120回】

 (3) 立入検査　【目標：950件】

 (4) 防火広報　【目標： 12回】

屋外焼却実施者への指導

 (1) 実施前の指導【目標：3,800回】

 (2) 実施中の直接指導【目標：200回】

市民に対する応急手当の普及推進 受講者【目標：2,400人】

なお、応急手当の知識及び技術を深めるため、目標人数の
50％以上を普通・上級救命講習の受講とする。

【令和7年度重点目標】

重 点 目 標重 点 目 標

時代に即した消防力に関する検討と諸課題への対応

具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度

市民に対する応急手当の普及推進

なお、応急手当の知識及び技術を深めるため、目標人数の
50％以上を普通・上級救命講習の受講とする。

②

 (1) 4,672回【達成度：122.9％】

 (2) 　195回【達成度： 97.5％】

4基設置　【達成度　100.0％】

1基設置　【達成度 　33.3％】※

15基完了 【達成度　100.0％】


